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(57)【要約】
　本発明は、収着機、特に吸着機の動作中、不活性ガス
トラップから不活性ガスを除去することを可能にし、ひ
いてはこのような除去の制御の向上を確実にする方法に
関する。
【選択図】図２



(2) JP 2015-527561 A 2015.9.17

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収着機から異物ガスを除去する方法であって、前記収着機は、少なくとも、
　１つの吸着器及び１つの脱着器、又は１つの吸着器－脱着器ユニット、又は１つの吸着
器及び１つの脱着器と、
　１つの蒸発器及び１つの凝縮器、又は１つの蒸発器－凝縮器ユニットと、
　１つの作動媒体と、
　１つのリストリクター部材と、
　１つの不活性ガストラップと、
を備え、前記不活性ガストラップは、少なくとも１つの冷却素子と１つの排出部材とを備
え、該方法は、以下のステップ、すなわち、
　ａ．前記不活性ガストラップを、前記冷却素子により、前記凝縮器の温度よりも低いか
、該凝縮器の該温度と等しい又は略等しい温度に冷却するステップと、
　ｂ．蒸気状作動媒体を前記脱着器又は前記吸着器－脱着器ユニットから前記凝縮器に導
入するステップであって、前記作動媒体は少なくとも部分的に前記凝縮器において凝縮し
、異物ガスは前記凝縮器において回収される、ステップと、
　ｃ．前記凝縮器と前記不活性ガストラップとの間に配置されるリストリクター部材を開
放するステップであって、前記異物ガス及び前記蒸気状作動媒体は、前記凝縮器から前記
不活性ガストラップに流出する、ステップと、
　ｄ．前記不活性ガストラップを加熱するステップと、
　ｅ．前記異物ガスを前記不活性ガストラップから流出させることができる排出装置を開
放するステップと、
を含み、前記ステップのうちの１つが制御信号によって開始され、該制御信号は、不活性
ガスの量、性能の低下、サイクル数及び／又は動作時間を含む群から選択されることを特
徴とする、方法。
【請求項２】
　ステップｄは前記制御信号によって開始され、前記一連のステップはステップｄによっ
て始まることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御信号は、予め定義されたパラメーター値に達するとすぐに、前記不活性ガスト
ラップを作動させることを特徴とする、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記不活性ガスの量は温度測定及び／又は圧力測定によって確定されることを特徴とす
る、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　温度センサーが前記凝縮器に配置され、及び／又は、圧力センサーが前記凝縮器及び／
又は前記脱着器、若しくは前記吸着器－脱着器ユニットに配置され、前記制御信号は、前
記圧力センサー及び／又は前記温度センサーの測定値による前記不活性ガスの量に依存す
ることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記一連のステップａ～ｅは数回繰り返されることを特徴とする、請求項１～５のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記不活性ガスの量はサイクルの終わり又は中間に確定されることを特徴とする、請求
項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記不活性ガスの量は前記凝縮プロセスの終了時に確定されることを特徴とする、請求
項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記不活性ガスの量はサイクルの前記終わりの数秒にわたって確定されるか、又は前記



(3) JP 2015-527561 A 2015.9.17

10

20

30

40

50

不活性ガスの平均量は前記全サイクルにわたって確定されることを特徴とする、請求項１
～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　収着方法は吸着方法であることを特徴とする、請求項１～９のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１１】
　前記作動媒体は冷媒又は水であることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか１項に
記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　収着装置、特に収着式冷凍機は従来技術から既知である。
【０００２】
　収着システム内にある材料及び物質は、ガス放出する、すなわち、例えば化学変換によ
りガスを放出する場合がある。これらの妨害ガス又は妨害蒸気によって急速な収着プロセ
スが妨げられる。なぜなら、これらの妨害ガス又は妨害蒸気は、吸着又は吸収中、蒸気状
作動媒体の収着剤へのアクセスを困難にするとともに、蒸気状作動媒体の凝縮面へのアク
セスを妨げるか又は困難にし、それらの双方は、冷熱生成の甚だしい妨害につながるため
である。このことは、これらの収着システムの性能の大幅な低下をもたらす。「妨害ガス
」という用語は、ここでは非常に包括的に、作動媒体蒸気の収着剤へのアクセスに影響を
与え、ひいては収着プロセスを妨げる物質を指す（例えば、二酸化炭素、窒素等）。これ
らのガスは不活性ガス又は異物ガスとも呼ばれる。これらの物質は、収着剤に予め収着さ
れているか、化学反応によって放出されるか、既存のハウジング材からガス放出されるか
、又はシステムにおける漏れにより生じる可能性がある。したがって、要約すると、その
ような低圧収着装置において、ガス放出又は漏れにより、圧力の上昇につながり、それに
より装置の機能障害につながるおそれがあるという問題が常に存在する。
【０００３】
　収着機、特に吸着機から不活性ガスを除去するプロセス及び方法が従来技術に記載され
ている。例えば、特許文献１は、異物ガスが、吸着式冷凍機のシステムにおけるガス検出
の際に除去されることを説明している。
【０００４】
　特許文献２は、収着機に結合剤が導入される方法を記載している。システムを収着プロ
セスに対する妨害不活性ガス又は妨害不活性蒸気がない状態に維持し、そのため作動媒体
蒸気のみが蒸気相中に存在するように、結合剤が収着システムに添加される。結合剤の役
目は、収着システムにおいて存在するか又は放出される不活性ガス又は不活性蒸気を結合
し、それにより作動媒体蒸気のスペースから不活性ガス又は不活性蒸気を除去することで
ある。収着システムに含まれる物質及び材料のガス放出又は化学反応によって収着システ
ムにおいて放出されるのと同量の不活性ガス又は不活性蒸気を結合することが可能でなけ
ればならない。結果として、限られた量の不活性ガス又は不活性蒸気しか、それも通常は
収着サイクルの開始時にしか、密封シールされた収着システム内に生じる可能性がない。
結合剤は、この時間内に不活性ガスのこの特定の量のみ結合する必要がある。原則として
、収着システム内に生じる不活性ガス又は不活性蒸気を結合することが可能である全ての
物質が結合剤として好適である。しかし、結合剤は、システム関連の温度変動の場合にさ
え、結合された不活性ガスを再放出しないことが可能であるべきである。ほとんどの結合
剤は高温において不活性ガスを再放出する傾向があるので、結合剤は、温度が可能な限り
低く、小さな温度変動しか受けない場所に加えるべきである。収着システムにおいて、最
も高い温度は、収着及び脱着中の収着剤容器内に生じる。特許文献２によると、結合剤は
、凝縮器、蒸発器、又は回収容器（collecting receiver）等の、システムの温度が比較
的低い領域に加えられる。
【０００５】
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　しかし、従来技術では、異物ガスの除去は収着機の動作モードと協調しない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】独国特許第１０３１０７４８号
【特許文献２】独国特許第４４４４２５２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、収着機、特に吸着機の連続動作中、不活性ガストラップ
から不活性ガスを除去することを確実にする一方、こうした除去の制御の向上を確実にす
る方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的は主請求項によって達成される。有利な実施形態は従属請求項から生じる。
【０００９】
　第１の好ましい実施形態において、本発明は、収着機から異物ガスを除去する方法であ
って、前記収着機は、少なくとも、
　１つの吸着器及び１つの脱着器、又は１つの吸着器－脱着器ユニット、又は１つの吸着
器及び１つの脱着器と、
　１つの蒸発器及び１つの凝縮器、又は１つの蒸発器－凝縮器ユニットと、
　１つの作動媒体と、
　１つのリストリクター部材と、
　１つの不活性ガストラップと、
を備え、前記不活性ガストラップは、少なくとも１つの冷却素子と１つの排出部材とを備
え、該方法は、以下のステップ、すなわち、
　ａ．前記不活性ガストラップを、前記冷却素子により、前記凝縮器の前記温度よりも低
いか、該凝縮器の該温度と等しい又は略等しい温度に冷却するステップと、
　ｂ．蒸気状作動媒体を前記脱着器又は前記吸着器－脱着器ユニットから前記凝縮器に導
入するステップであって、前記作動媒体は少なくとも部分的に前記凝縮器において凝縮し
、異物ガスは前記凝縮器において回収される、ステップと、
　ｃ．前記凝縮器と前記不活性ガストラップとの間に配置されるリストリクター部材を開
放するステップであって、前記異物ガス及び前記蒸気状作動媒体は、前記凝縮器から前記
不活性ガストラップに流出する、ステップと、
　ｄ．前記不活性ガストラップを加熱するステップと、
　ｅ．前記異物ガスを前記不活性ガストラップから流出させることができる排出装置を開
放するステップと、
を含み、前記ステップのうちの１つが制御信号によって開始され、該制御信号は、不活性
ガスの量、性能の低下、サイクル数及び／又は動作時間を含む前記群から選択されること
を特徴とする、方法に関する。
【００１０】
　本発明により、不活性ガストラップは、こうして上述の制御信号のうちの１つによって
作動され、それにより動作させられる。したがって、不活性ガスの除去は、任意の時点で
は起こらず、その代わり収着プロセスと協調する。このことは、不活性ガスをこうして理
想的な時点で除去することができることから、性能の向上（increase）につながる。この
ようにして、不活性ガスに起因する性能の低下が防止される。したがって、本発明によっ
て、収着機の性能を向上することができ、それにより最終的にコスト削減につながる。
【００１１】
　制御信号は、予め定義されたパラメーター値に達するとすぐに、不活性ガストラップを
作動させることが特に好ましい。これらのパラメーター値は、不活性ガスの量、性能、サ
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イクル数、又は動作時間のいずれかに関する。不活性ガスの量は不活性ガスの分圧を反映
することが好ましい。
【００１２】
　特に、本発明の観点では、凝縮器は、別個の凝縮器又は組み合わされた蒸発器／凝縮器
ユニットとして提供することができる。
【００１３】
　本発明の観点における脱着器は、特に、別個の脱着器又は吸着器－脱着器ユニットのい
ずれかとして提供される。
【００１４】
　本発明の観点では、「不活性ガストラップ」は、収着機、特に吸着機、また特に好まし
くは吸着式冷凍機から、不活性ガスを除去する装置を指すことが好ましい。
【００１５】
　不活性ガスは異物ガスとも呼ぶことができる。収着機は収着装置とも呼ぶことができる
。
【００１６】
　リストリクター部材は、弁、二方弁、アングル弁、傾斜シート弁、ソレノイド弁、チェ
ック弁、及び／又はフロートを含む群から選択されることが好ましい。リストリクター部
材は、コネクタと一体化され、流れ断面の局所的な狭窄をもたらすことが好ましい。自身
の幾何形状に応じて細分化することができる種々の弁をリストリクター部材と一体化する
ことができることが有利である。弁の使用により、コネクタ内の流量を、内径を変化させ
ることによって正確かつ精確に計量することができるとともに、周囲環境に対する確実な
シールを形成することができる。リストリクター部材は、手によって、媒体によって、機
械的に、又は電磁的に作動することができることが有利である。
【００１７】
　不活性ガストラップと凝縮器との間に配置されるリストリクター部材は、弁、ソレノイ
ド弁、スライダー、チェック弁、キャピラリー管、及び／又は膜であることが特に好まし
い。これらの好ましいリストリクター部材は、異なる圧力条件及び温度条件が存在しても
開閉が容易であるため、特に好適であることが判明している。
【００１８】
　リストリクター部材は凝縮器と不活性ガストラップとの間に設けられ、不活性ガストラ
ップにおけるよりも大きい圧力が凝縮器において生じるとすぐにリストリクター部材を開
放するという制御を伴うことが好ましい。リストリクター部材がフロートとして具現され
る場合、フロートの重量は、フロートが載っているか又は接している開口を確実にシール
するのに十分でなければならない。脱着段階中、フロートは、回収容器に流入する作動媒
体蒸気によって持ち上げられる。フロートは、例えば、ポリプロピレン等のプラスチック
で作製することができる。
【００１９】
　さらに、凝縮器及び／又は脱着器、又は吸着器－脱着器ユニットにおける、凝縮器及び
／又は圧力センサーに温度センサーが設けられ、制御信号は圧力センサー及び／又は温度
センサーの測定値に依存することが好ましい。
【００２０】
　不活性ガスの量は不活性ガスの分圧によって確定されることが特に好ましい。不活性ガ
スの検出は凝縮器及び／又は脱着器において行われることが好ましい。不活性ガスの量の
有利な確定は、凝縮器に配置される温度センサーによって実施される。さらに、凝縮器及
び／又は脱着器に配置される圧力センサーを使用することが好ましい。双方の容器が測定
時に同じ圧力を有することから、圧力センサーがどこに配置されるかは重要ではない。
【００２１】
　すなわち、温度センサーが温度値を記録することが好ましい一方で、圧力センサーが圧
力値を記録する。したがって、不活性ガスの確定は温度測定及び／又は圧力測定によって
実施されることが特に好ましい。不活性ガスの確定の際、上記測定は上述のセンサーによ
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って実施される。これは、不活性ガスの量を確定するのに特に精確で更に好都合な方法で
あることが示されている。
【００２２】
　温度センサーは凝縮器の真空領域には配置されず、その代わり、凝縮器の戻り温度が測
定されるようになっていることが特に好ましい。したがって、作動媒体の出口温度が確定
される。凝縮器は、外部に、すなわち真空側でない側に再冷却された媒体（好ましくは水
）を供給する熱交換器であることが好ましい。内部では、すなわち真空側において、作動
媒体（好ましくは水）が表面に凝縮する。ここでは３つの温度が重要である。３つの温度
とは、再冷却された媒体（外部）の流れ温度及び戻り温度、並びに凝縮された作動媒体（
凝縮物、真空側）の温度である。不活性ガスの確定には、凝縮物の温度が真空中で確定さ
れることが好ましい。しかし、そうした温度を測定するのは複雑であるため、凝縮器の戻
り温度によって温度が間接的に確定されることが好ましい。
【００２３】
　このように、真空領域における温度は、出口温度を測定することによって間接的に確定
することができる。温度測定は、凝縮器が全出力を提供しないときに行われることが特に
好ましい。これは、例えばサイクルの後半に行うことができることが好ましい。この実施
形態は、特に精密な測定値がこのようにして生成され、したがって不活性ガスの量の非常
に精確な確定を可能にするため、特に有利である。
【００２４】
　作動媒体の蒸気圧は凝縮器の温度に関して確定されることが好ましい。この値を脱着器
及び／又は凝縮器において測定される値から引く。不活性ガスが存在しない場合、差はゼ
ロに等しくなる。したがって、圧力差は不活性ガスの分圧に相当する。
【００２５】
　このような圧力測定及び温度測定によるこの不活性ガスの量の確定は、非常に精確な値
を得ることを可能にすることから、特に有利であることが判明している。その上、これは
高価な装置類を必要としない単純な測定である。
【００２６】
　したがって、不活性ガストラップの作動は、不活性ガスの分圧に応じた制御信号によっ
て行われることが好ましい。閾値として機能し、この閾値を超えることにより制御信号に
よる不活性ガストラップの作動につながる、不活性ガスの分圧のパラメーター値が決定さ
れることが好ましい。これらの閾値の値は、とりわけ収着機のサイズ及び装置の細部に依
存する。したがって、吸着剤又は吸収剤のタイプはまた、閾値のレベルを決定する。
【００２７】
　特に好ましくは吸着式冷凍機の収着装置が稼働している間に、不活性ガスの確定及び除
去が行われる場合が有利である。不活性ガストラップは、不活性ガスの或る特定の量、す
なわち不活性ガスの或る特定の分圧に達すると、作動又は切替えされることが特に好まし
い。異物ガスの除去が収着装置の動作モードと協調することにより、ここではより良好な
収着性能を達成することができるため、この制御要素を有しない不活性ガストラップと比
較した利点を提供する。不活性ガストラップは、まだ性能の低下にはつながらないか又は
性能の小さな低下にしかつながらない不活性ガスの分圧において、既に作動されることが
好ましい。したがって、性能、冷却性能は、有効な範囲に常に維持されることが好ましい
。従来技術では、これは、このような単純で精確な方法では可能でない。
【００２８】
　不活性ガストラップを作動させる別の好ましい方法は、性能に応じた制御信号である。
この信号は性能の低下に影響される。性能の低下は蒸発器における測定によって確定され
ることが好ましい。この測定は温度センサーを用いて実施されることが好ましい。この温
度センサーは、入ってくる作動媒体及び出ていく作動媒体の温度を測定する。温度差が低
下する場合、これは性能の低下の指標となる。
【００２９】
　ここで、本発明の好ましい一実施形態に関して、不活性ガストラップがその値以降で作
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動する閾値が確立される。このようにして、性能、好ましくは冷却性能が長い時間にわた
って低下することを防止することができる。閾値は、測定可能な性能の低下が生じるとす
ぐに不活性ガストラップが作動されるように選択されることが特に好ましい。
【００３０】
　サイクル数を作動信号として用いることも好ましい。収着装置のサイクル数が意図され
る。この実施形態も有利とすることができる。これは統計的な作動信号である。したがっ
て、センサーを用いた或る特定のパラメーターの測定が行われず、その代わりサイクル数
が閾値として確立される。このサイクル数に達すると、不活性ガストラップは上述のステ
ップによって作動される。この方法の利点は、とりわけ実施の単純さである。例えば、特
別なセンサーを設置する必要がない。この方法は、既に動作中であり、経験的データが利
用可能である収着機に特によく適している。しかし、最適なサイクル数が圧力測定及び温
度測定によって確定されることも好ましいとすることができる。その場合、上述の不活性
ガス確定に基づいて、どのサイクル数において不活性ガスの閾値に達したかがチェックさ
れる。ここでは制御信号はサイクル数のみに基づく。温度及び圧力を測定する必要はもは
やない。
【００３１】
　この状況は、動作時間を作動信号として用いることと同様である。これも、既存のプロ
セスにおいて特に容易に実施することができる一実施形態である。圧力及び温度の測定は
、サイクル数の使用と同様に、動作時間を用いる前に行うことができる。したがって、不
活性ガス確定に基づいて最も好適な動作時間を確定することが可能である。しかし、これ
は好ましい一変形形態にすぎない。他の手段によって最も好適な動作時間を確定し、した
がって追加のセンサーの必要をなくすことも可能である。
【００３２】
　サイクル数又は動作時間に応じた閾値の決定は多くの要因に依存する。とりわけ、吸着
剤又は吸収剤のタイプが重要である。収着装置のサイズも重要な役割を果たす。当業者は
、本発明のステップを用いずに最適なサイクル数又は動作時間を確立する方法を知ってい
る。
【００３３】
　ステップｄ、すなわち不活性ガストラップの加熱が制御信号によって開始され、一連の
ステップがステップｄにおいて始まることが特に好ましい。したがって、好ましい順序は
、ステップｄ、ステップｅ、ステップａ、ステップｂ、ステップｃ、ステップｄ、ステッ
プｅである。
【００３４】
　ステップｄの時点では不活性ガスはまだ凝縮器から不活性ガストラップに送り込まれて
いないものの、この開始点が好ましい。ステップｄにおいて開始することにより、周囲環
境から不活性ガストラップに入り込んでいる場合がある不活性ガスをまず排出することが
できるという利点を提供する。不活性ガスは、特に、不活性ガストラップが長期にわたり
動作しなかった場合に不活性ガストラップに入り込んでいる場合がある。結果として、周
囲空気が不活性ガストラップに侵入してしまっている場合がある。したがって、ステップ
ｄにおいて開始することによって、更なる不活性ガスがシステムに入り込むことを防止す
る。したがって、不活性ガストラップは、念のためステップａが始まる前にまず排気され
る。この実施形態は、入り込んだ場合は除去する必要がある更なる不活性ガスが装置に入
り込むことを防止するため、特に好ましいことが判明している。
【００３５】
　本方法は常にステップｅで終わることが好ましい。
【００３６】
　本願は、国際公開第２０１２／０６９０４８号の開示されている内容を含む。この出願
は「Vacuumcontainer for removing foreign gases from adsorption refrigerating mac
hine」に関する。上記出願に記載されている真空容器は、本発明の観点における不活性ガ
ストラップの好ましい一実施形態である。しかし、本発明に係る新規の方法は吸着装置に
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限定されない。つまるところ、異物ガスの除去の問題はすなわち例えば吸収に関連する。
したがって、本発明に係る方法は、不活性ガストラップを備える全ての収着機において実
施することができる。
【００３７】
　作動媒体は冷媒、好ましくは水であることが特に好ましい。
【００３８】
　不活性ガストラップは、或る特定の数のサイクル／手順を実行することができることも
好ましい。一連のステップａ～ｅは複数回繰り返されることが好ましい。
【００３９】
　上記繰返しの数は不活性ガストラップのサイズに依存する。例えば１０回～１５０回の
繰返しが好ましく、５０回～１００回の繰返しが特に好ましい。７５回の繰返しが特に非
常に好ましい。しかし、不活性ガストラップが十分大きい場合、不活性ガスを完全に除去
するのにステップの１回の実施（pass）でも十分である。当業者は、不活性ガストラップ
及び収着装置の繰返し形態にとって特に好ましい繰返し数を知っている。
【００４０】
　いかなる少量の不活性ガスも直ちに除去するか、より高い閾値に達するまで除去を延期
し、不活性ガストラップはその時だけ作動されるかの双方が好ましい。これは上述のパラ
メーターの全てに当てはまる。適切な閾値が存在するところは、多くの個々の要因に更に
依存し、一般化することができない。
【００４１】
　不活性ガストラップを、収着装置における不活性ガスの量に依存せずに制御することが
特に有利であることが示されている。循環式収着装置、特に吸着式冷凍機の場合、不活性
ガスを確定するには、確定が行われる時点が重要であり、この確定は以下の基準、すなわ
ち、
　サイクルの終わりの不活性ガス確定、及び／又は、
　サイクルの中間の不活性ガス確定、及び／又は、
　凝縮プロセスの終了時の不活性ガス確定、及び／又は、
　サイクルの最後の数秒にわたる不活性ガスの平均量の確定、及び／又は、
　全サイクルにわたる不活性ガスの平均量の確定、
のうちの少なくとも１つに基づく。
【００４２】
　サイクルの中間又は終わりにかけての不活性ガスの量の確定が特に好ましい。また、不
活性ガスの量を確定する最適な時点がいつかは、使用される収着装置に依存する。当業者
は、収着装置に応じて不活性ガスの量を確定する適切な時点を決定することが可能である
ように、本発明を実施することが可能である。例えば、不活性ガスの一部がサイクルの終
わりにかけて蒸発器に向かって既に流れている収着装置がある。したがって、そのような
装置において、収着サイクルの終わりは、不活性ガスの全てがその時点で凝縮器内にない
ため、不活性ガスを確定する最適な時点ではない。
【００４３】
　サイクルの始めに、強力な凝縮がまだ生じており、そのため凝縮器が作動し、より大量
の蒸気が生じる。そのような時点では、いくつかの装置において、不活性ガスは特に十分
に確定することができない。そのため、サイクルの中間から終わりが、そのような収着装
置において不活性ガスを確定するのに好適である傾向がある。
【００４４】
　不活性ガスの量、すなわち不活性ガスの分圧を、或る特定の時間にわたっていくつかの
連続的な測定によって確定することが特に好ましい。５秒～１５０秒の時間中、５個～１
００個の値の確定がとりわけ好ましい。１０秒～２５秒中、３０個～７５個の値の測定が
特に非常に好ましい。これらの値から平均値が形成され、その後不活性ガスの量を確定す
ることが好ましい。いくつかの連続的な測定から平均値を形成することによって、小さな
変動が均等化され、不活性ガスの量を特に精密に確定することができる。
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【００４５】
　したがって、本発明の方法は、不活性ガストラップが制御信号によって作動され、した
がって不活性ガスが流出するときを確立する制御概念を含む。結果として、収着プロセス
全体を改善することができ、性能の向上が達成される。
【００４６】
　新規の制御概念を、国際公開第２０１２／０６９０４８号に係る不活性ガストラップと
ともに用いることが特に好ましい。そのような不活性ガストラップは、収着装置の真空容
器としても記載することができ、真空容器は蒸気開放接続手段を介して収着式冷凍機の凝
縮器ユニットに接続され、この容器は、排出装置と、流体の流れをロック又は調節する少
なくとも１つの部品とを備えることを特徴とする。
【００４７】
　吸着式冷凍機から異物ガスを除去する方法であって、吸着式冷凍機は、少なくとも１つ
の吸着器／脱着器ユニットと、１つの蒸発器／凝縮器ユニットと、少なくとも１つの冷却
素子を備える１つの真空容器（好ましくは不活性ガストラップ）とを備え、本方法は、以
下のステップ、すなわち、
　ａ．真空容器を冷却素子によって、凝縮器ユニットの温度よりも低いか、凝縮器ユニッ
トの温度と等しい又は近似の温度に冷却するステップと、
　ｂ．蒸気状作動媒体を脱着器ユニットから凝縮器ユニットに導入するステップであって
、冷媒は少なくとも部分的に凝縮器ユニットにおいて凝縮し、不活性ガスは凝縮器におい
て回収される、ステップと、
　ｃ．凝縮器ユニットと真空容器との間に配置される、流体の流れをブロック又は調節す
る部品を開放するステップであって、不活性ガス及び蒸気状冷媒は、凝縮器ユニットから
真空容器に流出する、ステップと、
　ｄ．真空容器を加熱するステップと、
　ｅ．不活性ガスを真空容器から流出させることができる排出装置を開放するステップと
、
を含み、真空容器の作動は制御信号によって起こり、この制御信号は、不活性ガスの量、
性能の低下、サイクル数及び／又は動作時間を含む群から選択される、方法が特に好まし
い。
【００４８】
　国際公開第２０１２／０６９０４８号では、不活性ガストラップは真空容器と呼ばれる
。この真空容器は本発明の観点では不活性ガスであることが好ましい。
【００４９】
　本発明によって、ここではこの方法は、一方では或る特定の作動信号を確立し、他方で
は不活性ガストラップの作動を制御する制御概念によって補完される。
【００５０】
　本発明は、図面を参照して以下で説明されるが、それに限定されない。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】凝縮器ユニットに接続されている不活性ガストラップの好ましい一実施形態を示
す図である。
【図２】不活性ガストラップを備える好ましい吸着式冷凍機を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
　図１は、凝縮器ユニット８に接続されている不活性ガストラップ１の好ましい一実施形
態を示す。凝縮器ユニット８及び不活性ガストラップ１は真空状態下にある。蒸気状作動
媒体に加えて、不活性ガスも凝縮器ユニット８内にある。１つの実施形態において、不活
性ガストラップ１は液体作動媒体７及び水蒸気のみを含む（不活性ガスが最小量又は全く
ない）。弁２を備える接続手段が開放し、不活性ガスが蒸気状作動媒体とともに不活性ガ
ストラップ１に流入する。このために、不活性ガストラップ１と凝縮器ユニット８との間
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の圧力差が有利である。圧力差は、不活性ガストラップ１を冷却素子４により冷却するこ
とによって達成されることが好ましい。
【００５３】
　不活性ガストラップ１から異物ガスを除去する場合、接続手段は弁２により閉鎖される
ことが好ましく、不活性ガストラップ１は加熱素子により特に加熱される。不活性ガスト
ラップ１内の圧力が周囲圧力を超えている場合、排出装置３が開放し、水蒸気及び不活性
ガスが周囲に流出する。不活性ガストラップ１を冷却する別の可能性は、弁２及び６によ
り接続手段を開放することにある。液体作動媒体は、弁６により、接続手段を介して不活
性ガストラップ１に流入し、蒸発して、弁２により、接続手段を介して凝縮器ユニット８
に戻るように流れる。結果として、不活性ガストラップ１が冷却される。また、不活性ガ
ストラップ１の更なる冷却が、凝縮器ユニット８から冷たい冷媒を導入することによって
達成されることが好ましい。このために、凝縮器ユニット８と不活性ガストラップ１との
間に接続部が存在することができる。
【００５４】
　図２は、不活性ガストラップ１を備える好ましい吸着式冷凍機１２を示す。吸着式冷凍
機１２は、凝縮器ユニット８と、吸着器ユニット９と、脱着器ユニット１０と、蒸発器ユ
ニット１１とを備えることが好ましい。不活性ガストラップ１は、吸着式冷凍機１２の凝
縮器ユニット８から異物ガスを除去する。異物ガスは、加熱素子により、不活性ガストラ
ップ１の超過圧によって、不活性ガストラップ１から除去することができる。それにより
、不活性ガスは排出装置３を通して放出される。不活性ガストラップ１は、制御弁又は逆
止弁を備える接続手段２によって、凝縮器ユニット８に接続されることが好ましい。吸着
式冷凍機１２の動作中、不活性ガスは主に凝縮器ユニット８内に集まる。
【００５５】
　ここでは、不活性ガストラップ１は、不活性ガスの分圧の或る特定の閾値に達すると加
熱されることが好ましい。不活性ガスの確定に基づく制御の一例が以下に示される。
　凝縮器内の通常の温度が３０℃。
　３０℃における作動媒体（好ましくは水）の蒸気圧→４２．４ｍｂａｒ。
　脱着器／凝縮器において圧力センサーを介して測定された圧力は５５ｍｂａｒである。
　不活性ガスの分圧：「測定された圧力」－「作動媒体の蒸気圧」→５５ｍｂａｒ－４２
．４ｍｂａｒ＝１２．６ｍｂａｒ。
【００５６】
　不活性ガスがなければ、測定された圧力は温度から計算される蒸気圧と等しくなる。こ
の差は不活性ガスの分圧に相当する。
【００５７】
　したがって、１２．６ｍｂａｒという値は、不活性ガスが収着装置内に存在することを
示す。閾値が１２．６ｍｂａｒ以下である場合、ここで不活性ガストラップが作動される
。
【符号の説明】
【００５８】
　　１　不活性ガストラップ
　　２　凝縮器ユニットに対する接続手段
　　３　排出装置
　　４　冷却素子
　　６　凝縮器ユニットに対する更なる接続手段
　　７　液体作動媒体
　　８　凝縮器ユニット
　　９　吸着器ユニット
　　１０　脱着器ユニット
　　１１　蒸発器ユニット
　　１２　吸着式冷凍機
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　　１３　蒸発器ユニットに対する接続手段

【図１】 【図２】
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